
新庁舎新庁舎新庁舎新庁舎にににに求求求求められるめられるめられるめられる機能機能機能機能へのへのへのへの意見意見意見意見とととと対応 対応 対応 対応 

 

 第 4 回委員会で提出した「新庁舎に求められる機能（資料 4、参考）」について、以下の

2 種の意見に基づき修正しました。 

 

（（（（１１１１））））第 4 回委員会第 4 回委員会第 4 回委員会第 4 回委員会でのでのでのでの委員意見委員意見委員意見委員意見にににに基基基基づくづくづくづく修正 修正 修正 修正 

 第 4 回委員会で委員からいただいた「機能に対する意見」について、対応方策を整

理し、修正しました。（2～3 ページ） 

 

（（（（２２２２））））職員職員職員職員アンケートアンケートアンケートアンケート結果結果結果結果にににに基基基基づくづくづくづく修正 修正 修正 修正 

 第 4 回委員会で、委員の一人から「職員は、市民アンケート結果と同じような意見

なのか。別の意見を持っているのか。」という意見がありました。 

 そこで、事務局から全庁に対して、第 4 回委員会の［資料 4］及び［参考］を提示

したうえ、新庁舎に求められる機能への意見を募集する「職員アンケート」を実施し

ました。その結果、計 142 件の意見があり、その内訳は以下のとおりです。 

  小計       

   

１
 
市
民

サ
ー
ビ

ス
の
向

上
 

環
境
保
全

へ
の
貢

献
 

２
 
親
し

み
の
醸

成
と
 

強
靭
化
 

３
 
自
然

災
害
に

対
す
る
 

４
 
執
務

環
境
の

向
上
 

電
子
情
報

保
護
対

策
の
強

化
 

５
 
セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
対
策

、
 

の
縮
減
 

６
 
ラ
イ

フ
サ
イ

ク
ル
コ

ス
ト
 

庁舎機能への意見 104 62 12 4 20 5 1 

 新たな提案 40 18 8 3 9 1 1 

 掲載内容の加筆修正等 23 21 2 － － － － 

 掲載内容の同じ意見 41 23 2 1 11 4 － 

建築設計に生かせる意見 33       

その他の意見 5       

合 計 142       

 上記意見のうち、「庁舎機能への意見」で、すでに［資料 4］及び［参考］に掲載し

ている内容以外
．．

のもの（上記表の二重枠線内）について、対応方策を整理し、修正し

ました。（4～8 ページ） 

 

◆委員会意見及び職員意見と対応方策…資料 4-1（本資料）P2～8 

◆意見に基づき修正した「新庁舎に求められる機能（案）の構成」…資料 4-2 

◆意見に基づき修正した「新庁舎に求められる機能（用語解説）」…資料 4-3 
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新
庁

舎
新

庁
舎

新
庁

舎
新

庁
舎

にに にに
求求 求求

め
ら
れ

る
め
ら
れ

る
め
ら
れ

る
め
ら
れ

る
機

能
機

能
機

能
機

能
（（ （（
案案 案案

）） ））
へ

の
へ

の
へ

の
へ

の
委

員
会

意
見

委
員

会
意

見
委

員
会

意
見

委
員

会
意

見
とと とと
対

応
対

応
対

応
対

応
 ［

1
/
2
］

分
類

修
正

大
中

小
有

無
通

番
対

応
方

策
意

見
・
指

摘
事

項

1
-

-
-

　
岐

阜
市

の
過

去
の

歴
史

の
こ

と
も

参
考

に
し

て
検

討
す

る
と

よ
い

の
で

は
な

い
か

。
　

指
摘

事
項

を
踏

ま
え

、
新

庁
舎

建
設

を
取

り
ま

と
め

て
い

き
た

い
と

考
え

ま
す

。
無

2
-

-
-

　
機

能
の

中
に

、
余

裕
と

い
う

言
葉

が
出

て
こ

な
い

。
も

の
の

多
様

性
や

余
裕

と
い

っ
た

観
点

は
規

模
を

決
め

る
と

き
に

は
必

要
で

は
な

い
か

。

　
庁

舎
規

模
の

増
減

は
建

設
事

業
費

の
増

減
に

直
結

す
る

の
で

、
無

駄
の

排
除

、
効

率
的

・
多

用
途

な
空

間
利

用
を

徹
底

し
、

限
ら

れ
た

規
模

の
中

か
ら

「
余

裕
」

を
生

み
出

し
ま

す
。

無

3
1

(
2
)

エ
　

幼
児

を
連

れ
た

お
母

さ
ん

が
市

役
所

で
用

件
を

済
ま

せ
て

い
る

と
き

に
預

か
っ

て
も

ら
え

る
よ

う
な

機
能

を
付

け
加

え
て

も
ら

い
た

い
。

　
「

1
(
2
)
エ

 
安

心
・

快
適

な
待

合
い

環
境

の
整

備
」

に
指

摘
事

項
を

踏
ま

え
て

加
筆

し
ま

す
。

有有 有有

4
1

(
5
)

ア

　
郵

便
局

が
庁

舎
内

に
あ

る
と

非
常

に
便

利
で

あ
る

。
　

「
1
(
5
)
ア

 
食

堂
、

売
店

、
金

融
機

関
等

の
設

置
」

に
お

い
て

、
郵

便
局

等
そ

の
他

施
設

は
、

新
庁

舎
周

辺
の

同
類

施
設

の
立

地
状

況
を

勘
案

し
な

が
ら

、
来

庁
者

の
利

便
向

上
の

観
点

で
導

入
を

進
め

る
旨

を
加

筆
し

ま
す

。

有有 有有

5
1

(
7
)

-
　

ア
ク

セ
ス

性
を

向
上

す
る

周
辺

イ
ン

フ
ラ

の
機

能
強

化
が

あ
っ

て
も

良
い

。
　

ア
ク

セ
ス

機
能

に
つ

い
て

、
「

1
 
市

民
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

」
で

項
目

を
起

こ
し

て
加

筆
し

ま
す

。
有有 有有

6
2

(
1
)

ア
　

市
民

が
集

え
る

岐
阜

市
の

顔
と

な
る

よ
う

な
施

設
に

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
　

建
物

デ
ザ

イ
ン

は
、

機
能

性
を

重
視

し
な

が
ら

も
、

景
観

へ
の

配
慮

、
市

民
が

親
し

み
が

持
て

る
よ

う
な

も
の

を
導

入
し

ま
す

。
無

7
2

(
1
)

ア
　

建
物

全
体

の
イ

メ
ー

ジ
は

、
今

は
シ

ン
プ

ル
ア

ン
ド

オ
ー

プ
ン

と
い

う
形

で
進

ん
で

お
り

、
コ

ス
ト

削
減

に
も

つ
な

が
る

の
で

は
な

い
か

。

（
同

6
）

無

8
2

(
2
)

イ

　
新

庁
舎

に
に

ぎ
わ

い
を

つ
く

る
き

っ
か

け
に

な
っ

て
ほ

し
い

。
例

え
ば

、
市

民
が

勝
手

に
使

え
る

ス
ペ

ー
ス

（
勉

強
、

話
し

合
い

等
の

場
）

が
で

き
る

と
よ

い
。

　
庁

舎
に

人
が

集
い

に
ぎ

わ
う

こ
と

は
大

切
だ

と
考

え
て

い
ま

す
。

そ
こ

で
、

岐
大

跡
地

に
整

備
中

の
ぎ

ふ
メ

デ
ィ

ア
コ

ス
モ

ス
内

の
（

仮
称

）
市

民
活

動
交

流
セ

ン
タ

ー
と

の
機

能
分

担
を

図
り

ま
す

。

無

9
2

(
2
)

イ

　
市

民
に

開
か

れ
た

庁
舎

と
す

る
た

め
、

デ
ザ

イ
ン

、
使

い
方

も
含

め
て

（
頭

を
）
柔

ら
か

く
し

て
考

え
て

ほ
し

い
。

　
例

え
ば

、
北
海
道
滝
川

市
の

図
書
館
併

設
、
愛

知
県
犬
山

市
の

市
民
打
ち

合
わ

せ
コ

ー
ナ

ー
、

市
民

交
流

ス
ペ

ー
ス

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

へ
の
運
営
委
託

等
。

　
タ

イ
ト

ル
を

「
ミ
ニ

コ
ン

サ
ー

ト
等

が
行

え
る

空
間

の
創

出
」

か
ら

「
市

民
ど

う
し

が
交

流
す

る
空

間
の
創

出
」

と
修
正

し
、

そ
の
説
明

も
指

摘
事

項
を

踏
ま

え
て

加
筆

し
ま

す
。

有有 有有

2



新
庁

舎
新

庁
舎

新
庁

舎
新

庁
舎

にに にに
求求 求求

め
ら
れ

る
め
ら
れ

る
め
ら
れ

る
め
ら
れ

る
機

能
機

能
機

能
機

能
（（ （（
案案 案案

）） ））
へ

の
へ

の
へ

の
へ

の
委

員
会

意
見

委
員

会
意

見
委

員
会

意
見

委
員

会
意

見
とと とと
対

応
対

応
対

応
対

応
 ［

2
/
2
］

分
類

修
正

大
中

小
有

無
通

番
対

応
方

策
意

見
・
指

摘
事

項

1
0

2
(
2
)

イ

　
リ

ア
ル

な
人

と
人

と
の

つ
な

が
り

・
交

流
が

非
常

に
大

切
に

な
っ

て
く

る
と
思

う
の

で
、
何

か
市

役
所

に
行

く
と

、
楽

し
い

も
の

と
か

、
そ

う
い

う
も

の
が

あ
る

よ
う

な
形

の
市

庁
舎

を
構
築

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

（
同

9
）

－

1
1

3
(
2
)

ア
　
浸
水
防
止

の
た

め
に

、
庁

舎
の
基
準
階

を
高

く
す

れ
ば
バ
リ

ア
フ
リ

ー
で

な
く

な
っ

て
し

ま
う

の
で

、
気

を
付

け
て

ほ
し

い
。

　
設
計
時

に
指

摘
事

項
を

考
慮

し
ま

す
。

無

1
2

3
(
2
)

ア
　
長

良
川

が
溢
水

す
る

よ
う

な
状

況
を
想
定

し
て

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
。

　
浸
水
対
策

は
、
ど

の
よ

う
な

形
だ

と
一
番

利
便

性
が
高

く
、
災
害

等
に

も
強

い
形

に
な

る
か

を
設

計
時

に
考

慮
し

ま
す

。
無

1
3

3
(
4
)

-
　
危

機
管
理

体
制

の
強

化
に

つ
い

て
、

内
容

を
充

実
す
べ

き
項

目
と

考
え

る
。

　
新

庁
舎

建
設

の
際

に
市

役
所

の
危

機
管
理

体
制

を
強

化
す

る
こ

と
は

、
最

重
要
課
題

の
一

つ
と
捉

え
て

お
り

、
設
計
時

に
考

慮
し

ま
す

。
無

1
4

4
(
3
)

エ
　
職
員

が
食

事
を

と
る

こ
と

が
で

き
る
談

話
室

の
よ

う
な

空
間

が
必

要
で

は
な

い
か

。
　
休
養
室

（
談

話
室

）
に

つ
い

て
、

「
4
(
3
)
 
書

庫
、
収
納
庫

、
更
衣
室

・
ロ
ッ
カ

ー
等

」
で

項
目

を
起

こ
し

て
加

筆
し

ま
す

。
有有 有有

3



新
庁

舎
新

庁
舎

新
庁

舎
新

庁
舎

にに にに
求求 求求

め
ら
れ

る
め

ら
れ

る
め

ら
れ

る
め

ら
れ

る
機

能
機

能
機

能
機

能
（（ （（
案案 案案

）） ））
へ

の
へ

の
へ

の
へ

の
職

員
意

見
職

員
意

見
職

員
意

見
職

員
意

見
とと とと
対

応
対

応
対

応
対

応
 ［

1
/
5
］

分
類

修
正

大
中

小
有

無
通

番
対

応
方

策
意

見
・
指

摘
事

項
修

正
案

・
理

由

1
1

(
1
)

ア

１
　

市
民

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
(
1
)
案

内
機

能
 
に

追
加

　
受

付
、

ロ
ビ

ー
、

建
物

の
外

に
各

課
か

ら
随

時
更

新
が

可
能

な
電

子
掲

示
板

を
導

入
し

、
開

催
さ

れ
る

会
議

名
や

イ
ベ

ン
ト

予
定

な
ど

を
所

在
地

と
あ

わ
せ

て
常

時
表

示
す

る
。

【
同

種
意

見
、

他
3

件
】

　
各

会
議

室
の

名
前

が
似

通
っ

て
お

り
、

市
民

に
は

馴
染

み
が

な
い

た
め

か
、

北
別

館
や

明
徳

庁
舎

で
の

会
議

参
加

者
が

西
別

館
に

来
て

し
ま

う
こ

と
が

度
々

あ
る

。

　
「

1
(
1
)
ア

 
総

合
案

内
所

の
設

置
」

で
、

対
面

案
内

の
ほ

か
、

当
日

の
会

議
・

イ
ベ

ン
ト

案
内

、
気

象
・

防
災

情
報

等
を

提
供

す
る

案
内

板
（

電
光

掲
示

板
）

、
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
で

目
的

地
を

誘
導

す
る

案
内

板
等

の
設

置
を

検
討

す
る

こ
と

を
加

筆
し

ま
す

。

有有 有有

2
1

(
2
)

ア

　
新

庁
舎

と
な

る
場

合
は

、
保

健
所

も
同

一
庁

舎
（

も
し

く
は

、
同

一
敷

地
内

）
と

し
、

市
民

の
利

便
性

の
向

上
を

図
る

。

　
現

在
、

保
健

所
は

市
役

所
と

は
別

の
場

所
に

あ
る

が
、

市
民

の
保

健
所

へ
の

申
請

・
届

出
時

等
に

は
、

市
役

所
で

発
行

す
る

書
類

が
必

要
と

な
る

場
合

が
あ

り
、

市
民

に
不

便
を

か
け

て
い

る
。

　
保

健
所

に
は

各
種

窓
口

が
あ

り
ま

す
が

、
例

え
ば

精
神

障
害

者
保

健
福

祉
手

帳
の

交
付

に
伴

う
福

祉
医

療
の

申
請

は
市

民
健

康
セ

ン
タ

ー
で

受
付

可
能

で
あ

る
な

ど
、

保
健

所
を

新
庁

舎
に

配
置

す
る

こ
と

で
の

市
民

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
は

限
定

的
と

考
え

ま
す

。

無

3
1

(
2
)

ア

　
精

神
障

害
手

帳
を

取
得

（
地

域
保

健
課

、
市

民
健

康
セ

ン
タ

ー
）

し
、

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

（
障

が
い

福
祉

課
）

を
受

け
る

場
合

、
税

申
告

が
さ

れ
て

い
な

い
と

、
そ

の
申

告
手

続
き

（
市

民
税

課
）

が
必

要
と

な
る

。
し

た
が

っ
て

、
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
に

す
る

の
で

あ
れ

ば
、

保
健

所
機

能
の

一
部

も
集

約
す

る
必

要
が

あ
る

。

　
本

庁
舎

な
ど

５
つ

の
建

物
が

分
散

し
て

い
る

た
め

、
利

便
性

が
悪

い
だ

け
で

な
く

、
保

健
所

の
建

物
が

さ
ら

に
離

れ
て

い
る

た
め

、
利

便
性

が
悪

い
こ

と
も

あ
る

。

　
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

申
請

手
続

き
は

、
現

在
も

市
民

健
康

セ
ン

タ
ー

等
で

可
能

で
す

が
、

そ
の

際
に

税
申

告
を

し
て

い
な

い
人

だ
け

が
本

庁
舎

（
市

民
税

課
）

で
の

手
続

き
が

必
要

と
な

り
ま

す
。

そ
の

件
数

は
極

め
て

少
な

い
も

の
と

考
え

ら
れ

ま
す

。

無

4
1

(
2
)

ア

１
　

市
民

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
(
2
)
窓

口
機

能
　

総
合

窓
口

に
つ

い
て

、
災

害
時

に
は

災
害

対
応

相
談

窓
口

（
り

災
証

明
、

災
害

見
舞

金
、

災
害

弔
慰

金
…

）
と

し
て

機
能

さ
せ

る

　
被

災
時

、
ど

こ
の

課
に

何
を

相
談

す
れ

ば
い

い
の

か
わ

か
り

に
く

い
た

め
、

集
約

し
た

窓
口

を
活

用
す

る
こ

と
と

し
、

窓
口

業
務

集
約

に
つ

い
て

、
災

害
対

応
時

の
メ

リ
ッ

ト
を

追
記

す
る

。

　
り

災
証

明
等

事
務

を
担

当
す

る
福

祉
政

策
課

は
「

1
(
2
)
ア

 
窓

口
業

務
の

集
約

配
置

」
の

対
象

課
と

想
定

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、
「

1
(
4
)
イ

 
企

画
・

展
示

ス
ペ

ー
ス

の
確

保
」

で
は

、
臨

時
行

政
窓

口
を

設
置

で
き

る
よ

う
に

考
え

て
い

ま
す

。

無

5
1

(
2
)

イ
　

効
率

的
な

市
民

対
応

を
す

る
。

　
病

院
の

様
な

診
察

券
カ

ー
ド

で
も

っ
て

、
カ

ー
ド

の
裏

面
に

次
の

伺
う

担
当

課
を

さ
し

示
す

シ
ス

テ
ム

を
構

築
す

る
。

　
窓

口
業

務
の

集
約

配
置

、
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
サ

ー
ビ

ス
の

導
入

で
、

来
庁

者
が

移
動

し
な

く
て

も
手

続
き

で
き

る
環

境
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

無

6
1

(
2
)

ウ エ

　
番

号
札

（
自

動
交

付
）

を
設

置
す

る
と

と
も

に
、

相
談

ス
ペ

ー
ス

、
待

合
ス

ペ
ー

ス
を

多
め

に
確

保
す

る
。

　
窓

口
が

あ
る

課
で

は
、

混
雑

時
、

待
合

所
・

相
談

所
が

足
り

ず
、

廊
下

で
も

相
談

を
行

っ
て

い
る

。

　
「

1
(
2
)
ウ

 
受

付
・

処
理

状
況

の
情

報
提

供
」

に
番

号
札

交
付

機
を

加
筆

し
ま

す
。

有有 有有

7
1

(
2
)

-
　

窓
口

に
電

話
を

設
置

し
、

他
課

に
足

で
移

動
す

る
こ

と
を

極
力

減
ら

す
。

（
他

課
で

の
手

続
き

内
容

等
を

相
談

者
の

目
前

で
確

認
で

き
る

）

　
業

務
が

細
分

化
し

て
い

る
た

め
、

１
か

所
で

市
民

の
ニ

ー
ズ

を
充

足
で

き
な

い
。

　
窓

口
業

務
の

集
約

配
置

、
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
サ

ー
ビ

ス
の

導
入

で
、

来
庁

者
が

移
動

し
な

く
て

も
手

続
き

で
き

る
環

境
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

無

8
1

(
4
)

ア
１

　
窓

口
サ

ー
ビ

ス
の

集
約

配
置

・
市

の
顔

と
い

う
べ

き
広

報
や

観
光

課
→

１
階

へ
　

来
庁

者
の

利
便

性
ア

ッ
プ

を
最

大
限

の
目

的
と

す
べ

き
(
ミ

ニ
コ

ン
サ

ー
ト

が
で

き
る

空
間

な
ど

は
１

階
に

は
不

要
)

　
広

報
や

観
光

の
情

報
発

信
は

、
「

1
(
4
)
ア

 
市

政
情

報
コ

ー
ナ

ー
の

設
置

」
で

対
応

す
る

こ
と

を
考

え
て

い
ま

す
。

無

4



新
庁

舎
新

庁
舎

新
庁

舎
新

庁
舎

にに にに
求求 求求

め
ら
れ

る
め

ら
れ

る
め

ら
れ

る
め

ら
れ

る
機

能
機

能
機

能
機

能
（（ （（
案案 案案

）） ））
へ

の
へ

の
へ

の
へ

の
職

員
意

見
職

員
意

見
職

員
意

見
職

員
意

見
とと とと
対

応
対

応
対

応
対

応
 ［

2
/
5
］

分
類

修
正

大
中

小
有

無
通

番
対

応
方

策
意

見
・
指

摘
事

項
修

正
案

・
理

由

9
1

(
5
)

ア

１
　

市
民

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
(
5
)
便

益
機

能
　

食
堂

、
売

店
を

複
数

設
置

【
同

種
意

見
、

他
7
件

】

　
食

堂
、

売
店

は
、

職
員

だ
け

で
は

な
く

、
市

民
も

利
用

し
、

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

で
き

る
空

間
で

あ
る

べ
き

で
あ

る
。

　
現

庁
舎

で
は

、
ス

ペ
ー

ス
が

不
足

。
品

ぞ
ろ

え
も

悪
い

。
高

層
階

の
職

員
で

も
す

ぐ
利

用
で

き
る

よ
う

、
低

層
と

高
層

の
２

か
所

は
、

少
な

く
と

も
設

置
す

る
必

要
が

あ
る

。

　
食

堂
や

売
店

は
、

庁
舎

内
の

用
事

が
長

時
間

に
わ

た
る

来
庁

者
も

利
用

す
る

規
模

・
水

準
を

考
え

て
い

ま
す

。
無

1
0

1
(
5
)

ア

１
　

市
民

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
(
5
)
便

益
機

能
　

郵
便

機
関

を
追

加
す

る
。

　
市

民
が

市
役

所
で

手
続

き
を

し
た

後
で

、
他

の
機

関
に

書
類

を
郵

送
す

る
ケ

ー
ス

も
あ

る
た

め
。

（
例

：
障

害
者

の
方

が
行

う
Ｅ

Ｔ
Ｃ

割
引

手
続

き
な

ど
）

　
「

1
(
5
)
ア

 
食

堂
、

売
店

、
金

融
機

関
等

の
設

置
」

に
、

新
庁

舎
周

辺
の

同
類

施
設

の
立

地
状

況
を

勘
案

し
な

が
ら

、
郵

便
局

を
含

め
、

来
庁

者
の

利
便

性
向

上
の

観
点

で
導

入
を

進
め

る
旨

を
加

筆
し

ま
す

。

有有 有有

1
1

1
(
5
)

-

２
　

親
し

み
が

感
じ

ら
れ

、
環

境
保

全
に

貢
献

す
る

庁
舎

づ
く

り
(
2
)
の

来
庁

者
が

快
適

に
過

ご
せ

る
設

備
　

「
来

庁
者

が
利

用
で

き
る

Ｉ
Ｃ

Ｔ
環

境
（

o
r
設

備
）

」
を

追
加

す
る

。

　
新

庁
舎

完
成

時
に

は
、

現
在

よ
り

多
く

の
世

代
に

お
い

て
パ

ソ
コ

ン
利

用
は

容
易

で
あ

る
こ

と
や

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

等
の

携
帯

端
末

を
持

ち
歩

い
て

い
る

こ
と

が
想

像
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
来

庁
者

が
利

用
で

き
る

パ
ソ

コ
ン

や
無

線
Ｌ

Ａ
Ｎ

（
W
i
-

F
i
）

な
ど

最
新

の
情

報
通

信
機

器
の

設
置

は
、

来
庁

者
利

便
の

向
上

に
つ

な
が

り
、

親
し

み
の

あ
る

庁
舎

と
な

る
も

の
で

あ
る

と
考

え
る

。

　
今

後
の

Ｉ
Ｔ

化
の

推
進

状
況

等
を

見
な

が
ら

検
討

し
ま

す
。

無

1
2

1
(
6
)

イ

ト
イ

レ
に

つ
い

て
・

入
口

の
間

口
を

車
い

す
が

入
れ

る
よ

う
確

保
。

扉
は

、
引

き
戸

タ
イ

プ
と

す
る

。
・

ト
イ

レ
内

の
ス

ペ
ー

ス
は

、
車

い
す

や
ベ

ビ
ー

カ
ー

が
動

き
や

す
い

よ
う

広
く

す
る

。
・

ト
イ

レ
の

個
室

扉
も

、
一

部
引

き
戸

タ
イ

プ
を

設
置

。
・

消
臭

機
能

を
設

置
・

手
洗

い
ス

ペ
ー

ス
の

数
を

確
保

し
、

自
動

蛇
口

。
エ

ア
ー

タ
オ

ル
の

設
置

。
・

お
む

つ
交

換
ス

ペ
ー

ス
の

確
保

・
多

目
的

ト
イ

レ
の

設
置

（
人

工
肛

門
等

）
【

同
種

意
見

、
他

6
件

】

・
ト

イ
レ

は
、

障
害

者
や

高
齢

者
、

妊
産

婦
、

乳
幼

児
が

使
用

す
る

に
は

不
便

で
あ

る
。

・
ト

イ
レ

が
臭

い
。

暗
い

。
・

手
洗

い
ス

ペ
ー

ス
が

少
な

く
、

汚
い

。

　
ト

イ
レ

に
つ

い
て

、
「

1
(
6
)
ア

 
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
の

考
え

方
を

取
り

入
れ

た
整

備
の

推
進

」
で

掲
載

し
た

国
の

基
準

に
は

具
体

的
な

記
述

が
少

な
い

こ
と

か
ら

、
項

目
を

起
こ

し
て

加
筆

し
ま

す
。

有有 有有

5



新
庁

舎
新

庁
舎

新
庁

舎
新

庁
舎

にに にに
求求 求求

め
ら
れ

る
め

ら
れ

る
め

ら
れ

る
め

ら
れ

る
機

能
機

能
機

能
機

能
（（ （（
案案 案案

）） ））
へ

の
へ

の
へ

の
へ

の
職

員
意

見
職

員
意

見
職

員
意

見
職

員
意

見
とと とと
対

応
対

応
対

応
対

応
 ［

3
/
5
］

分
類

修
正

大
中

小
有

無
通

番
対

応
方

策
意

見
・
指

摘
事

項
修

正
案

・
理

由

1
3

1
(
7
)

ア イ ウ

　
大

型
商

業
施

設
の

よ
う

な
立

体
駐

車
場

を
設

置
し

、
利

用
す

る
階

に
停

め
て

、
階

を
移

動
す

る
こ

と
な

く
目

的
の

課
へ

た
ど

り
着

け
る

よ
う

に
す

る
。

【
同

種
意

見
、

他
7
件

】

　
駐

車
場

が
狭

く
、

繁
忙

期
の

出
入

り
が

ス
ム

ー
ズ

で
は

な
い

。
　

「
1
 
市

民
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

」
で

、
ア

ク
セ

ス
機

能
の

項
目

を
起

こ
し

、
駐

車
場

確
保

、
同

乗
者

の
乗

降
用

一
時

停
車

場
所

の
設

置
、

バ
ス

路
線

の
誘

導
、

自
転

車
等

駐
車

場
の

確
保

、
駐

車
場

・
バ

ス
停

か
ら

庁
舎

ま
で

の
円

滑
な

動
線

確
保

、
等

の
視

点
を

加
筆

し
ま

す
。

有有 有有

1
4

1
(
7
)

イ

１
　

市
民

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
　

　
　

ア
ク

セ
ス

機
能

を
追

加
　

　
　

　
公

共
交

通
の

利
便

性
向

上
　

　
　

　
　

　
　

　
【

同
種

意
見

、
他

3
件

】

　
高

齢
化

に
対

応
し

た
バ

ス
な

ど
公

共
交

通
に

よ
る

ア
ク

セ
ス

性
の

向
上

が
必

要
で

あ
る

。
（

上
記

に
含

む
）

－

1
5

2
(
1
)

ア

２
　

親
し

み
が

感
じ

ら
れ

、
環

境
保

全
に

貢
献

す
る

庁
舎

づ
く

り
　

良
好

な
景

観
形

成
の

た
め

、
岐

阜
市

景
観

計
画

に
定

め
ら

れ
た

景
観

形
成

基
準

に
適

合
さ

せ
る

。

　
良

好
な

景
観

を
形

成
し

て
い

く
に

は
、

市
民

の
協

力
が

必
要

不
可

欠
で

あ
る

。
景

観
計

画
を

定
め

た
岐

阜
市

が
率

先
し

て
市

民
の

手
本

と
な

ら
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

考
え

る
。

　
「

2
(
1
)
ア

 
建

物
デ

ザ
イ

ン
」

に
示

す
“

景
観

形
成

と
の

調
和

”
に

つ
い

て
は

、
岐

阜
市

景
観

計
画

を
踏

ま
え

た
取

り
組

み
を

進
め

ま
す

。
無

1
6

2
(
2
)

イ
　

地
元

の
イ

ベ
ン

ト
盛

り
上

げ
の

一
役

買
い

た
い

。
シ

テ
ィ

タ
ワ

ー
の

初
日

の
出

み
た

い
に

抽
選

イ
ベ

ン
ト

に
し

て
も

お
も

し
ろ

い
か

も
。

（
花

火
が

見
え

る
環

境
な

ら
い

い
）

　
長

良
川

花
火

大
会

の
日

に
市

役
所

の
屋

上
解

放
　

イ
ベ

ン
ト

等
支
援

の
一

つ
と

し
て

、
庁

舎
の

施
設

開
放

の
あ

り
方

の
中

で
考

え
ま

す
。

無

1
7

2
(
4
)

ア

２
　

親
し

み
が

感
じ

ら
れ

、
環

境
保

全
に

貢
献

す
る

庁
舎

づ
く

り
(
4
)
環

境
保

全
対

策
　

考
慮

す
る
資
料

に
「

環
境

ア
ク

シ
ョ

ン
プ
ラ

ン
ぎ
ふ

2
0
1
2
」

を
追

加
。

　
地
球
温
暖

化
対

策
の
実

行
計

画
（

事
務

事
業

編
）

で
あ

る
環

境
ア

ク
シ
ョ

ン
プ
ラ

ン
ぎ
ふ

2
0
1
2

の
考

え
方

や
方
針

に
従

っ
て

エ
ネ

ル
ギ

ー
効

率
の

高
い

庁
舎

を
建

設
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

　
「

2
(
4
)
 
環

境
保

全
対

策
」

に
環

境
ア

ク
シ
ョ

ン
プ
ラ

ン
ぎ
ふ

2
0
1
2
を

加
筆

し
ま

す
。

有有 有有

1
8

2
(
4
)

イ

４
　
執

務
環

境
の

向
上

　
全

体
の

空
調

と
、

各
ス

ペ
ー

ス
の

空
調

の
設

置
（

室
内
温

度
や
湿

度
・

換
気

の
適
切

な
管

理
と

空
調

の
個

別
管

理
に

よ
る
節

電
効
果

）
【

同
種

意
見

、
他

6
件

】

　
現

在
、

空
調

を
使

用
し

て
も

、
春
夏

は
暑

く
、

冬
は
寒

い
状

況
で

あ
る

。
ま

た
、

時
間

外
勤

務
の

際
は

、
空

調
が
切

れ
て

更
に

過
酷

な
環

境
で
仕

事
を

し
て

い
る

。
そ

れ
ぞ

れ
の

職
場

で
空

調
管

理
が

で
き

る
こ

と
で

、
職

場
環

境
を

快
適

に
し

、
熱
中

症
等

の
体

調
不

良
の

防
止

に
努

め
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

　
夏

場
、
冬

場
に

お
い

て
使

用
す

る
空

調
設

備
（
冷
暖
房

）
が

庁
舎

全
体

に
一
括

で
稼
働

す
る

こ
と

も
必

要
で

あ
る

が
、

例
え

ば
フ

ロ
ア

ー
毎

、
会

議
室

等
個

別
に
稼
働
管

理
で

き
る

よ
う

に
し

、
節

電
す

る
。

　
空

調
対

策
に

つ
い

て
は

、
「

2
(
4
)
 
環

境
保

全
対

策
」

で
項

目
を

起
こ

し
て

加
筆

し
ま

す
。

有有 有有

1
9

3
(
3
)

-

３
　

自
然

災
害

に
対

す
る
強
靭

化
(
3
)
ラ

イ
フ
ラ

イ
ン

の
確

保
　

Ｌ
Ｐ
ガ

ス
又

は
災

害
用

バ
ル

ク
シ

ス
テ

ム
を

設
置

す
る

。

　
災

害
時

に
都

市
ガ

ス
の

供
給

が
停
止

し
た

場
合

の
熱
源

を
確

保
す

る
　

災
害

用
バ

ル
ク

シ
ス

テ
ム

は
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
用

で
あ

る
た

め
、
都

市
ガ

ス
を

使
用

予
定

の
新

庁
舎

で
は

導
入

し
ま

せ
ん

。
無

6



新
庁

舎
新

庁
舎

新
庁

舎
新

庁
舎

にに にに
求求 求求

め
ら
れ

る
め

ら
れ

る
め

ら
れ

る
め

ら
れ

る
機

能
機

能
機

能
機

能
（（ （（
案案 案案

）） ））
へ

の
へ

の
へ

の
へ

の
職

員
意

見
職

員
意

見
職

員
意

見
職

員
意

見
とと とと
対

応
対

応
対

応
対

応
 ［

4
/
5
］

分
類

修
正

大
中

小
有

無
通

番
対

応
方

策
意

見
・
指

摘
事

項
修

正
案

・
理

由

2
0

3
(
4
)

-

３
　

自
然

災
害

に
対

す
る
強
靭

化
(
4
)
危

機
管

理
体
制

の
強

化
　

庁
舎

屋
上

に
ヘ

リ
ポ

ー
ト

を
設

置
す

る

　
低

層
階

出
火

時
の
避
難

な
ど

、
災

害
緊
急

時
の

迅
速

な
輸

送
の

た
め

　
地

域
防

災
計

画
で

は
、

市
庁

舎
は
避
難

所
や

物
資

配
分

活
動
拠

点
等

の
位

置
づ

け
が

な
い

た
め

、
ヘ

リ
ポ

ー
ト

を
設

置
す

る
必

要
性

は
低

い
と

考
え

ま
す

。

無

2
1

3
-

-

３
　

自
然

災
害

へ
の

対
応
強

化
　

大
人

数
を
収

容
で

き
る

メ
イ

ン
フ

ロ
ア

ー
や

大
ホ

ー
ル

な
ど

の
設

置

　
現

在
の

庁
舎

で
は

災
害

が
発
生

し
た

際
、

市
民

を
収

容
し

き
れ

な
い

た
め

　
地

域
防

災
計

画
で

は
、

市
庁

舎
は
避
難

所
の
位

置
づ

け
が

な
く

、
災

害
対

応
拠

点
と

し
て

の
機

能
を

発
揮

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

た
め

、
避
難

ス
ペ

ー
ス

は
想

定
し

な
い

こ
と

と
し

ま
す

。

無

2
2

4
(
1
)

ア

４
　
執

務
環

境
の

向
上

　
特

別
に

部
長

室
を

設
け

、
ガ
ラ

ス
張

り
等

で
仕

切
る

。

　
部

長
へ

の
直
接

の
ク

レ
ー

ム
対

応
を
避

け
る

こ
と

と
、

市
民

へ
の

部
長

の
執

務
状

況
を

ア
ピ

ー
ル

す
る

た
め

。

　
市

民
の

意
見

・
要
望

に
は

組
織

力
で

対
応

す
る

も
の

で
あ

り
、

部
長

室
を
ガ
ラ

ス
張

り
に

し
て

も
根

本
解
決

に
は

な
ら

な
い

と
考

え
ま

す
。

ま
た

、
部

長
の
執

務
状

況
を

ア
ピ

ー
ル

す
る

の
に
ガ
ラ

ス
張

り
に

す
る

必
要

は
な

い
と

考
え

ま
す

。

無

2
3

4
(
1
)

エ
　

消
費
生

活
課

の
計
量

検
査

所
（

現
・

本
庁

舎
）

と
消
費
生

活
セ

ン
タ

ー
（

現
・
ハ

ー
ト

フ
ル

ス
ク

エ
ア
Ｇ

）
の
統

合

　
統

合
す

れ
ば

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
が
楽

に
な

る
ほ

か
、
双

方
で

繁
忙

期
に
助

け
合

う
こ

と
が

で
き

る
。

　
市

民
の

利
便

性
向

上
や

業
務

上
の

つ
な

が
り

を
考
慮

し
て

配
置

を
考

え
ま

す
。

無

2
4

4
(
2
)

イ

４
　
執

務
環

境
の

向
上

　
カ

ン
フ
ァ

レ
ン

ス
ス

ペ
ー

ス
の

確
保

　
相

談
や

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

す
る

ス
ペ

ー
ス

が
な

い
職

場
が

多
い

。
　
研
修
及
び
打

ち
合

わ
せ

等
を

行
う

場
所

を
設

け
て

、
職

員
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
を

図
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、
繊

細
な

相
談

に
応

じ
ら

れ
る

環
境

の
確

保
も

必
要

で
あ

る
。

　
庁

内
共

用
の
小

会
議

室
を

複
数

設
置

す
る

こ
と

で
、

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
ス

ペ
ー

ス
に

代
用

す
る

こ
と

が
可

能
に

な
る

も
の

と
考

え
ま

す
。

無

2
5

4
(
3
)

ウ

　
食

堂
、

売
店

、
工

事
業

者
（

ア
メ

ニ
テ

ィ
業

者
）

等
の

駐
車

ス
ペ

ー
ス

、
市

民
か

ら
の
廃
棄

物
回
収

（
蛍

光
灯

）
、

庁
内

発
生

の
ア

メ
ニ

テ
ィ

や
粗

大
ゴ

ミ
等

の
保
管

ス
ペ

ー
ス

等
の

確
保

。

　
バ

ッ
ク
ヤ

ー
ド

用
駐

車
ス

ペ
ー

ス
の

確
保

さ
れ

て
い

な
い

。
　

ア
メ

ニ
テ

ィ
搬

出
作

業
中

等
は

来
庁

者
の

通
行

に
支

障
を

き
た

す
。

ま
た

、
南

庁
舎

西
面
玄

関
に

は
、
廃
棄

物
回
収

ス
ペ

ー
ス

や
倉
庫

等
が

あ
り

雑
然

と
し

て
い

る
。

　
業

務
用

物
資

、
廃
棄

物
等

の
搬

出
入

空
間

に
つ

い
て

は
、

来
庁

者
動

線
と
重

な
ら

な
い

場
所

に
確

保
す

る
も

の
と

し
、

「
4
(
3
)
 
書
庫

、
収
納
庫

、
更

衣
室

・
ロ

ッ
カ

ー
等

」
で

項
目

を
起

こ
し

て
加

筆
し

ま
す

。

有有 有有

2
6

4
(
3
)

エ

４
　
執

務
環

境
の

向
上

　
休
養

ス
ペ

ー
ス

の
増

設
【

同
種

意
見

、
他

2
件

】
　

市
民

窓
口

を
も

つ
職

場
で

は
、

職
員

が
休
養

し
て

い
る

様
子

を
来

庁
し

て
い

る
市

民
に

見
え

な
い

よ
う

に
配
慮

し
て

い
る

。
　

快
適

な
職

場
環

境
の

確
保

と
、

効
率

的
な

業
務

の
遂

行
に

は
、

充
分

な
休
養

ス
ペ

ー
ス

の
確

保
が

必
要

で
あ

る
。

　
休
養

室
（

談
話

室
）

に
つ

い
て

、
「

4
(
3
)
 
書

庫
、
収
納
庫

、
更
衣

室
・

ロ
ッ

カ
ー

等
」

で
項

目
を

起
こ

し
て

加
筆

し
ま

す
。

有有 有有

7



新
庁

舎
新

庁
舎

新
庁

舎
新

庁
舎

にに にに
求求 求求

め
ら
れ

る
め

ら
れ

る
め

ら
れ

る
め

ら
れ

る
機

能
機

能
機

能
機

能
（（ （（
案案 案案

）） ））
へ

の
へ

の
へ

の
へ

の
職

員
意

見
職

員
意

見
職

員
意

見
職

員
意

見
とと とと
対

応
対

応
対

応
対

応
 ［

5
/
5
］

分
類

修
正

大
中

小
有

無
通

番
対

応
方

策
意

見
・
指

摘
事

項
修

正
案

・
理

由

2
7

4
-

-

　
開
票

所
と

し
て

の
機

能
を

加
え

る
。

　
選
挙

時
の

開
票

所
は

5
0
ｍ
×

5
0
ｍ

の
面
積

を
必

要
と

し
て

い
る

。
選
挙

時
、
特

に
衆

議
院

解
散

時
の

会
場

確
保

に
苦
慮

し
て

お
り

よ
り
早

い
開
票
結

果
発

表
の

た
め

常
設

の
開
票

所
は

必
要

で
あ

る
。

な
お

期
日

前
投
票

を
１
Ｆ
ホ

ー
ル

で
現

在
行

っ
て

い
る

が
、

こ
れ

に
つ

い
て

は
今
以

上
の

面
積

確
保

が
必

要
で

あ
る

。

　
開
票

に
係

る
事

務
空

間
は
重

要
な

機
能

と
認
識

し
て

い
ま

す
が

、
そ

れ
以

外
で

5
0
ｍ
×

5
0
ｍ

の
面

積
規

模
が

必
要

な
事

務
は

少
な

い
こ

と
か

ら
、

現
行

ど
お

り
庁

舎
以

外
で

の
確

保
で

考
え

ま
す

。
　

期
日

前
投
票

の
対

応
は

「
1
(
4
)
イ

 
企

画
・

展
示

ス
ペ

ー
ス

の
確

保
」

で
そ

の
趣

旨
を

掲
載

し
て

い
ま

す
。

無

2
8

4
-

-

４
　
執

務
環

境
の

向
上

　
折
角

、
新

庁
舎

を
建

設
す

る
の

だ
か

ら
、

備
品

（
机

・
椅

子
・

応
接

セ
ッ

ト
等

）
を

コ
ン

セ
プ

ト
を

持
っ

た
統

一
感

あ
る

も
の

を
全

庁
的

に
導

入
す

る
。

　
建

物
の

コ
ン

セ
プ

ト
・

デ
ザ

イ
ン

に
マ

ッ
チ

し
た

備
品

を
全

庁
的

に
揃

え
る

こ
と

で
、

見
た

目
が

良
く

な
り

、
職

員
の
仕

事
へ

の
意
欲

を
向

上
さ

せ
ら

れ
る

。
　
又

、
訪

れ
る

市
民

に
と

っ
て

も
心

地
よ

い
も

の
と

な
る

。

　
経
費
節

減
の

観
点

か
ら

、
現

庁
舎

で
使

用
し

て
い

る
備

品
類

の
う

ち
、

新
庁

舎
で

も
使

用
可

能
な

も
の

は
引

き
続

き
使

用
す

る
こ

と
を
原
則

と
し

ま
す

。
無

2
9

5
(
2
)

ア

４
　
執

務
環

境
の

向
上

(
1
)
、
若

し
く

は
(
3
)
に

、
　
法
令

等
に

よ
り

庁
舎

内
に

設
置

が
義

務
付

け
さ

れ
て

い
る

サ
ー

バ
機

器
等

の
保
管

ス
ペ

ー
ス

に
つ

い
て

、
入
退

室
な

ど
の

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

や
空

調
、

無
停

電
電
源
装

置
な

ど
の

設
備

が
十

分
確

保
さ

れ
た

場
所

の
設

置
を

盛
り
込

む
。

　
住

基
ネ

ッ
ト

、
戸
籍

の
サ

ー
バ

に
つ

い
て

は
、

法
令

に
よ

り
庁

舎
外

へ
の

設
置

が
禁
止

さ
れ

て
い

る
。

　
そ

の
他

サ
ー

バ
機

器
は

、
外

部
デ

ー
タ

セ
ン

タ
ー

に
設

置
し

て
い

る
が

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
機

器
や

シ
ス

テ
ム
監

視
機

器
、

大
量

帳
票

に
つ

い
て

は
専

用
の
印
刷

機
に

て
庁

内
に

て
運

用
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

保
管

ス
ペ

ー
ス

に
つ

い
て

は
、

設
備

が
整

っ
た

環
境

が
必

要
で

あ
る

。

　
サ

ー
バ

機
器

に
つ

い
て

は
、

電
子

情
報

の
適
正

保
護

の
観

点
か

ら
、

「
5
 
セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

、
電

子
情

報
保
護

対
策

の
強

化
」

で
項

目
を

起
こ

し
て

加
筆

し
ま

す
。

有有 有有

3
0

6
(
1
)

ウ

　
庁

舎
の

長
期

使
用

に
伴

う
将

来
の

大
型

機
器

の
更

新
に

つ
い

て
、

建
物

内
ま

た
は

、
建

物
外

か
ら

の
搬

入
、
搬

出
経

路
の

確
保

が
さ

れ
て

い
れ

ば
、

大
型

機
器

（
発

電
機

、
空

調
機

）
の

更
新

工
事

の
コ

ス
ト
削

減
、

工
期
短
縮

と
な

る
。

　
空

調
機

や
発

電
機

等
、

大
型

機
器

の
機
材
搬

入
経

路
が

確
保

さ
れ

て
い

な
い

。
　

「
6
(
1
)
 
長

く
使

い
続

け
る

こ
と

を
前

提
と

し
た

材
料

・
工
法

等
の

選
定

」
で

項
目

を
起

こ
し

て
加

筆
し

ま
す

。
有有 有有

8


